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令
和
元
年
度
旧
ソ
連
領
並
び
に
モ
ン
ゴ
ル
領
慰

霊
訪
問
（
墓
参
）
並
び
に
埋
葬
地
調
査
を
本
年
も

次
ペ
ー
ジ
の
要
領
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

先
の
大
戦
が
終
結
し
て
、
本
年
八
月
で
七
十
四

年
が
経
過
し
ま
す
。

　

当
協
会
で
実
施
の
慰
霊
訪
問
も
平
成
二
年
以
降

回
を
重
ね
ま
し
て
本
年
で
二
十
九
回
を
数
え
ま

す
。
昨
年
ま
で
に
二
千
二
百
四
十
九
名
の
方
が
参

加
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
四
地
域
五
コ
ー
ス
に
抑
留
者
・
ご
遺

族
・
関
係
者
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
、
譬
え
よ
う

の
な
い
、
あ
の
酷
寒
・
飢
餓

の
地
シ
ベ
リ
ア
の
曠
野
に
、

不
法
に
も
拉
致
抑
留
さ
れ
、

過
酷
な
ノ
ル
マ
に
よ
る
重
労

働
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
も
一

途
に
故
郷
日
本
を
思
い
、
最

愛
の
家
族
に
会
え
る
日
を
夢

見
て
、
耐
え
に
耐
え
た
困
窮

生
活
の
中
、
遂
に
祖
国
の
地

を
踏
む
こ
と
な
く
無
念
の
死

を
遂
げ
ら
れ
、
今
な
お
野
に

山
に
眠
る
多
く
の
戦
友
を
思

う
と
き
万
感
胸
に
迫
っ
て
き

ま
す
。

　

生
還
し
た
戦
友
並
び
に
ご
遺
族
の
皆
様
方
と

共
に
現
地
を
訪
れ
、
ご
冥
福
を
祈
ら
ず
に
は
お

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ご
遺
骨
の
収
容
・
ご
帰
還
、
ま
た
現
地
に
お

け
る
慰
霊
碑
の
建
立
な
ど
が
可
及
的
速
や
か
に

実
施
さ
れ
心
か
ら
戦
後
が
終
わ
っ
た
と
い
え
る

日
が
一
日
も
早
く
来
る
よ
う
念
願
し
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
日
が
来
る
ま
で
万
難
を
排
し
て
関
係
者

の
皆
様
と
現
地
へ
の
墓
参
を
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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慰霊訪問（チタ）埋葬（冥福）

一般財団法人  全国強制抑留者協会
〒102-0073 東京都千代田区九段北1−8−2

九段第二勧業ビル2階
TEL 03-3261-6565　FAX 03-3261-6548
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理
事
長　
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英
夫

シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
者
の
皆
様
へ

◆
慰
霊
訪
問（
墓
参
）参
加
案
内
◆

シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
者
の
皆
様
へ



■ エラブガ

 ナホトカ

シ ベ リ ア 抑 留 関 係 者 の 皆 様 へ
令和元年度 旧ソ連並びにモンゴル 慰霊訪問（墓参）を実施いたします。

ご参加は原則として、訪問希望地に抑留された方ですが、
ご家族・ご遺族の方でも参加いただけます。
訪問希望地により班（約１０ 名程度）を編成いたします。
【催行人員】 ６ 名以上の参加者をもって実施いたします。

令和元年８月中旬～９月下旬の間（予定）
※訪問日程は、訪問地・班編成により異なります。
（４泊５日から７泊８日の範囲です。）

●  参加条件：

●  構　　成：

●  実施期間：

●  申込締切： 令和元年7月5日（金曜日）必着

実施概要
① 沿　海  地　方

② ハバロフスク地方
 ハバロフスク、コムソモリスク、他Ａコース
 ウラジオストク、アルチョム、パルチザンスク（旧スーチャン）、  他　

 ブラゴベシェンスク、ベロゴルスク、他　③ ア ム ー ル 州

 チタ、ブガチャーチャ、 シャフタマ、他④ ザバイカリエ地方 （旧チタ州）

   クラスノヤルスク、ザオジョルヌィ、クリューチ、他⑥ クラスノヤルスク地方

主な訪問予定地

 ハバロフスク、ティルマ、イズベストコーワヤ、他Ｂコース

    エラブガ、カザン、他⑦ タタールスタン共和国
   アルマトゥイ、アスタナ（アクモラ）、カラガンダ、他　⑧ カザフスタン共和国

  イルクーツク、タイシェット、チュナ、他　⑤ イルクーツク州

  タシケント、ベガバド、アングレン、他　⑨ ウズベキスタン共和国
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記
抑留並びに協会関係など：

昭和２０年　陸軍主計少尉で終戦
昭和２０年　タタールスタン共和国のエラブガに抑留される。
昭和２３年　帰国
昭和５４年　全国戦後強制抑留補償要求推進協議会中央連合会発足、
昭和５５年　会長に就任
平成　元年　財団法人全国強制抑留者協会認可
平成　元年　財団法人全国強制抑留者協会
　　　　　　会長に就任
平成２６年　一般財団法人全国強制抑留者協会
　　　　　　に移行、認可
平成２６年　一般財団法人全国強制抑留者協会
　　　　　　会長に就任

官 職 な ど ：

元大蔵事務次官　（1942 年入省）
元衆議院議員（鳥取 2区選出、当選 9回）
元経済企画庁長官、元金融再生委員会委員長
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一般財団法人　全国強制抑留者協会

　　理事長　林 　 英 夫

相 沢 会 長 逝 去 を 悼 む

　去る4月4日、一般財団法人全国強制抑留者協会　会長相沢英之が逝去いたしました。
　ここに生前のご厚誼に深謝し、謹んでお知らせ申し上げます。
　一般財団法人全国強制抑留者協会　会長相澤英之（99歳）の訃報に接し驚き、且つ心
から哀悼の意を表します。天地無限・人生有限は自然の鉄則でありますが、シベリア抑留の
かけがえのない仲間がまた一人この世を去ったことは誠に寂寞の情に堪えません。
　戦後74年、大正・昭和・平成の三つの時代を生き抜かれ、その間今日までに果たされた多
大な社会的、政治的功績について心から敬意と感謝の意を表します。




